


申請書類の作成の際のポイントは以下のとおりです。

①誰もが理解できるように専門用語をできるだけ使用しない。

どうしても使用せざるを得ない場合は、用語の説明を記載する。

②長々とした文章ではなく、簡潔かつ明確に記載する。

③実績や試験などで確認されたこと以上のことは記載しない。

特に、数値などについては、全て資料にて確認を行いますので、

誇大表示した記載は行わないで下さい。

④技術の原理などイメージ図等を添付すると分かり易い。

⑤経済性を比較するための内訳については、標準積算基準を参考と

し、従来技術も記載して下さい。標準積算基準にない技術について

は、見積りを作成して下さい。 1

◆申請書類作成の際のポイント◆
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◆記載例 様式２の書き方のポイント◆
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◆記載例 様式３◆
【区分】　　レベル１－レベル２ 技術詳細説明資料 様式３

技術の名称 ○○○○
技術名称

□□□□□□□

開発会社名 株式会社▲▲▲

ＮＥＴＩＳ登録番号 □登録済み：登録番号【　　　　　　　　　　　　　】　　　　　■未登録

申請先の地方整備局 九州地方整備局　九州技術事務所

分類 〔レベル１：○○○○　〕、〔レベル２：○○○○　〕、〔レベル３：○○○○　〕、〔レベル４：○○○○　〕

使用可能な工事の種類 コンクリート床版工事 その他

【記載の留意点】 【記載の留意点】

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞ 従来技術積算条件 申請技術積算条件 申請技術の積算方法
添付資料名・番号
（根拠データ等）

従来技術引用元

イニシャルコスト 100㎡当り 100,000 円/100m2 90,000 円/100m2 10%向上 ○○○○の床版工事 ○○○○の床版工事 自社見積より算出 添付1：積算資料 参考1：土木コスト情報2012春

--- --- --- --- --- --- --- --- ---

--- --- --- --- --- --- --- --- ---

その他 --- --- --- --- --- --- --- --- ---

トータルコスト 100㎡当り 100,000 円/100m
2

90,000 円/100m
2 10%向上 --- --- --- --- ---

【記載の留意点】

・様式２の基準となる数量等を記述
する。
・ランニングコストが見込めればラン
ニングコスト欄に10年後等を記述す
る。
・トータルコストは上記の合計金額
を記述する。
・ランニングコストで記述がなけれ
ば「－」とする。

・様式２の従来技術の金額を記述
する。
・ランニングコストが見込めれば金
額を記述する。
・トータルコストは上記の合計金額
を記述する。
・ランニングコストで記述がなけれ
ば「－」とする。

・様式２の新技術の金額を記述す
る。
・ランニングコストが見込めれば金
額を記述する。

・様式２の新技術と従来技術の変
化値を記述する。
・○○％向上又は○○％低下の記
述となり、同程度の場合は同程度
とする。

・従来技術を積算された条件を記述
する。
・具体の条件を記述する。

・新技術を積算された条件を記述す
る。

・新技術の積算をどのように算出し
たかを記述する。
例）
・自社見積
・自社歩掛
・協会歩掛
・標準積算等

・添付番号、資料名を記述する。
・建設物価等を採用の場合は年、
号・項が分かるように記述する。ま
た、従来技術の積算内訳資料も一
緒に添付する。

・従来技術の積算に引用した発行
物名を参考資料として添付し番号、
資料名を記述する。

備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号

（根拠データ等）
⑧基準値等の引用もと

構造

製品の売りを記載
（技術の成立性等の内容とする）

--- --- ○○が○○していることを確認
向上

（従来は○○や○○の恐れがあ
る）

○○の確認試験より ○○工業試験場 添付2：○○確認試験報告書 ---

大、中項目はさわらないように
する。

・技術の売りや成立性を項目立て
る

・準拠した基準等があれば数値や
コメント等を記述する。
・準拠した数値がなければ「－」と
する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・実験や実証で確認された数値や
コメントを記述する。
・記述内容は添付資料の内容と整
合させる。
・様式２の「活用の効果」で向上と
なってい項目（品質、安全性、施工
性）の裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

施工段階

作業員事故の発生
土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」

適合 事故なし 同等 ○○工事他○件の施工実績より 自社確認 添付3：施工実績一覧表
参考2：土木工事安全施工技術指
針「第1章総則、第2章安全措置一
般」

大、中項目はさわらないように
する。

・現場の施工がある場合に作業員
事故の発生有無を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」その
他対象の章を記載する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・③で事故なしであれば適合とし、
事故があれば不適合とする。
・①で「－」であれば「－」とする。

・事故なし又は事故ありを記述し、
事故ありは理由を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の記述が確認された施工実績
の件数を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・施工実績を確認されている社名等
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①の土木工事安全施工技術指針
で対象の章をコピーし参考資料とし
て添付し番号、資料名を記述する。

※仮設工については施工段階の安

全性は含まない。
第三者事故の発生

土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」

適合 事故なし 同等 ○○工事他○件の施工実績より 自社確認 添付3：施工実績一覧表
参考2：土木工事安全施工技術指
針「第1章総則、第2章安全措置一
般」

大、中項目はさわらないように
する。

・現場の施工がある場合に第三者
事故の発生有無を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」その
他対象の章を記載する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・③で事故なしであれば適合とし、
事故があれば不適合とする。
・①で「－」であれば「－」とする。

・事故なし又は事故ありを記述し、
事故ありは理由を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の記述が確認された施工実績
の件数を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・施工実績を確認されている社名等
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①の土木工事安全施工技術指針
で対象の章をコピーし参考資料とし
て添付し番号、資料名を記述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

・技術名称：様式２で記述した名称と同じ名称とする。
・開発会社名：様式２の開発会社の項目に記述した会社名を全て記述する。
・NETIS登録番号：新規の場合は未登録にチェックを入れる。
・申請先の地方整備局：整備局名と技術事務所名を記述する。
・分類：様式２の分類１を記述する。
・使用可能な工事の種類：様式２の概要「③公共工事のどこに適用できるか」で記述した内容を記述する。

・技術名称：様式２の活用の効果で比較する従来技術とした名称を記述する。
・選定理由：この技術を従来技術として挙げた理由を簡潔に記述する。
・（記述例）：標準積算基準書に記述されている技術とした。

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性

等は含まない。

評価項目

【記載の留意点】

比較対象とする従来技術

選定理由

評価項目 申請者記入欄

コンクリート床版工事において一般的な方法である

申請者記入欄

大

経済性

ランニングコスト
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◆記載例 様式３◆
備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号

（根拠データ等）
⑧基準値等の引用もと

物性

製品強度 ○○N/mm
2
以上 適合 平均値○○N/mm

2
向上

（従来は○○N/㎜
2
程度）

自社工場による○○○の強度試験
による

自社確認 添付4：○○圧縮試験成績表
参考3：H24道路橋示方書・解説P
○○

大、中項目はさわらないように
する。

・強度や特性が確認できる項目と
する

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。
・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・実験や実証で確認された数値や
コメントを記述する。
・記述内容は添付資料の内容と整
合させる。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。
・様式２の品質が向上となっていれ
ば整合させる。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

形状

標準形状 --- ---
幅：○○0mm
長さ：○○mm
高さ：○○mm

比較対象外 リーフレット 自社確認 添付5：リーフレット ---

大、中項目はさわらないように
する。

・概観の形状や重量等を記述する ・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・リーフレット等で確認された数値
やコメントを記述する。
・記述内容は添付資料の内容と整
合させる。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。
・従来に該当しないようであれば
「比較対象外」とする

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

能力

機能維持 ○○年以上（自社基準） 適合
○○年○○ヶ月経過後も機能を維
持している事が確認

同等 ○○工事の現況状況写真 自社確認 添付6：現況状況写真 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように
する。

・耐久性（継続的、長期的）を確認
できる項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・耐久性（継続的、長期的）で追跡
調査等の結果や、現況の状況が確
認できる内容を記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

材料

使用材料（○○、■■） --- ---
○○の材質：○○○○
■■の材質：○○○○

比較対象外 材料ミルシート
○○商事
■■建材

添付7：使用材料ミルシート ---

大、中項目はさわらないように
する。

・使用されている主材料の品質を確
認できる項目とする

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・主材料の品質が確認できる内容
とする。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

施工

○○の管理 ○○である事の確認（自社基準） 適合 ○○である事を確認 同等 ○○工事の品質管理資料 ○○建設 添付8：○○工事の品質管理資料 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように
する。

・施工中に行わなければならない
品質管理等の項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・実際に管理した内容、数値等を記
述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

完成物

出来形管理 ○○㎜以内 適合
最大値が○○で○○以内である事
が確認

同等 ○○工事の出来形管理資料 ○○建設
添付9：○○工事の出来形管理資
料

参考5：九州地方整備局H23出来形
管理基準および規格値

大、中項目はさわらないように
する。

・完成物としてどんな書類があるか
を記述する。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・実際に管理した内容、数値等を記
述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

耐久性

品質・出来形

評価項目 申請者記入欄

大

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】
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◆記載例 様式３◆
備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号

（根拠データ等）
⑧基準値等の引用もと

合理化

工程 --- --- 1日/100m
2

向上

（従来は2日/100m
2
）

コンクリート床版100㎡の比較工程
表

自社確認 添付10：比較工程表 ---

大、中項目はさわらないように
する。

・工程や製作日数等の項目とする。 ・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。
・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・様式２の工程で記述した日数を記
述する。

・様式２の工程で記述した日数を記
述する。
・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・工程を算出した根拠の条件や資
料を記述する。

・③、④の数値等が確認された社
名を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

現場条件

現場条件 --- ---
作業スペースとして○○m×○○m
程度必要

同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・現場条件とし、他に条件あれば記
述可能である。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の現場条件を記述し、その
他条件があれば記述可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・現場条件の根拠や条件が記載さ
れている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

適用範囲

適用可能な範囲 --- --- コンクリート床版 同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・適用可能な範囲とし、他に適用範
囲等があれば記述可能である。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の適用可能な範囲を記述
し、その他適用範囲があれば記述
可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・適用可能な範囲の根拠や条件が
記載されている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

自然条件

自然条件 --- --- 4℃～40℃ 同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・自然条件とし、他に条件があれば
記述可能である

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の自然条件を記述し、その
他条件があれば記述可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・自然条件の根拠や条件が記載さ
れている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

施工管理

○○の管理頻度 1径間あたり○箇所（自社基準） 適合 1径間あたり○箇所の確認 同等 ○○工事の品質管理資料 ○○建設 添付8：○○工事の品質管理資料 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように
する。

・上記の品質・出来形の「施工」で
記述した項目の管理頻度とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・実際に管理した頻度等を記述す
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

難易度

熟練工への依存度 --- ---
専門技術者は不要で普通作業員
で施工可能

同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・熟練工の依存度とする。 ・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・専門技術者や何かの有資格者で
なければ施工できないのかを記述
する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③で専門技術者や有資格者が必
要とする根拠が記載された資料記
述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

施工性

【記載の留意点】

【記載の留意点】

評価項目 申請者記入欄

大
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◆記載例 様式３◆
備考

大 中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号

（根拠データ等）
⑧基準値等の引用もと

環境 社会環境

環境に影響する有害性 --- --- 環境に影響する有害性はない 同等 安全データシート 自社確認 添付１2：安全データシート ---

【記載
の留

意点】

大、中項目はさわらないように
する。

・環境に関する項目とする。
・例）水質、土壌、大気、振動・騒
音、リサイクル、等の項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。
・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・無害である内容を記述する。ま
た、振動・騒音であれば数値を記述
し、リサイクルであれば、リサイクル
の具体の内容を記述する。
・様式２で「環境」が向上となってい
れば、その裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料（MSDS）等の
名称や、試験の条件、規模等を記
述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

作業員環境

作業員への負荷程度について --- --- 製品が軽量で作業が容易
向上（従来は重量が○○㎏で作業
が重労であった）

施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

【記載
の留

意点】

大、中項目はさわらないように
する。

・作業員の作業環境や施工性に関
する項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・作業環境や施工性について記述
する。
・様式２で「施工性」が向上となって
いれば、その裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料等の名称や、
試験の条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

完成物

美観
○○年経過後においても構造物の
美観を維持する。

適合
完成から○○年経過後でも△△部
にひび割れが無く、美観は保たれ
ている事を確認した。

向上（従来技術は○○年経過後に
は△△部にひび割れが発生）

○件の施工実績より 自社確認 添付13：現地確認結果一覧表 自社基準

【記載
の留

意点】

大、中項目は任意に設定す
る。

・技術特性に応じた新たな項目を設
定する。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・美観を維持している内容を記載す
る。
・様式２で「完成後の美観」といった
記載があれば、その裏付けを記述
する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料（MSDS）等の
名称や、試験の条件、規模等を記
述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

【記載
の留

意点】

大、中項目は任意に設定す
る。

その他 独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有　無　他（○○○施工マニュアル、○○○品質マニュアル）

【記載
の留

意点】

大、中、小項目はさわらないよ
うにする。

・技術指針、設計基準等が独自の
ものがあれば「有」を○で囲み、（
）内に名称を記述する。
・ない場合は、「無」を○で囲み、（

積算基準等 有　無　他（　　　）

【記載
の留

意点】

大、中、小項目はさわらないよ
うにする。

・積算基準等が独自のものがあれ
ば「有」を○で囲み、（　　　　）内に
名称を記述する。
・ない場合は、「無」を○で囲み、（

施工管理基準等 有　無　他（　　　）

【記載
の留

意点】

大、中、小項目はさわらないよ
うにする。

・施工管理基準等が独自のものが
あれば「有」を○で囲み、（　　　　）
内に名称を記述する。
・ない場合は、「無」を○で囲み、（

その他

【記載
の留

意点】

大、中、小項目はさわらないよ
うにする。

・申請者がアピールしたい事があれば記述する。

その他（自由設定）
＊申請内容を踏まえ評
価項目を設定下さい

申請者記入欄

その他自由設定
例）品質・出来形（完了
後○○年経過後）

評価項目
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◆記載例 様式４◆
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◆記載例 様式４◆

品質・出来形

（様式２の活用の効果（品質）、又は出来形に関する内容を記載する）
強度が向上し、長期耐久性が期待できる

○○N/㎜2

（従来の品質を記載する）

○○N/㎜2

(様式２の活用の効果（品質）を記載する)

○○N/㎜2

評価 ○ - ○

【記載の留意点】

・様式２の「活用の効果」品質の内容を記述する。
・新技術の出来形管理項目等を記述する。
・新技術の精度や正確さ等を記述する。
・評価については、従来技術と比較した結果、「著しく向上◎、向上○、
同等△、低下×」を記述する。（不明な場合は「－」とする）
※「著しく向上◎」の定量的な評価が難しいと思われますので、向上して
いれば「向上○」を記述する。

・新技術で記述された品質と整合させ記述する。
・新技術で記述された出来形管理項目等と整合させ記述する。
・新技術で記述した精度や正確さ等と整合させ記述する。
・評価については「－」とする。

・様式２の「活用の効果」品質の内容を記述する。
・技術の出来形管理項目等を記述する。
・技術の精度や正確さ等を記述する。
・評価については、従来技術と比較した結果、「著しく向上◎、向上○、
同等△、低下×」を記述する。（不明な場合は「－」とする）
※「著しく向上◎」の定量的な評価が難しいと思われますので、向上して
いれば「向上○」を記述する。

現場条件
（様式２の現場条件を記載する）

作業スペースとして5m×10m程度必要
（従来の現場条件を記載する）

作業スペースとして5m×10m程度必要

(様式２の現場条件を記載する)
作業スペースとして5m×１5m程度必要

25tクレーンを使用するための設置スペースが必要

評価 △ - △

【記載の留意点】

・様式２の現場条件を記述する。
・評価については同上

・新技術で記述された現場条件をと整合させ記述する。
・評価については同上

・様式２の現場条件を記述する。
・評価については同上

設計条件
（様式２の留意事項（設計時）を記載する）

コンクリート標準示方書を準拠した設計となる
（従来の設計条件を記載する）

コンクリート標準示方書を準拠した設計となる
（様式２の留意事項（設計時）を記載する）

特になし

評価 △ - △

【記載の留意点】

・様式２の「留意事項」設計時の内容を記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した設計条件と整合させ記述する。
・評価については同上

・様式２の「留意事項」設計時の内容を記述する。
・評価については同上

安全性
（様式２の活用の効果（安全性）を記載する）

製品が軽量で施工時に手を挟み込む恐れがなくなる
（従来の安全性を記載する）

製品の重量が重く施工時に手を挟み込む恐れがある
（様式２の活用の効果（安全性）を記載する）

一括施工となるため人力での作業が少なく、危険性が軽減できる

評価 ○ - ○

【記載の留意点】

・様式２の「活用の効果」安全性の内容を記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した安全性と整合させ記述する。
・評価については同上

・様式２の「活用の効果」安全性の内容を記述する。
・評価については同上

施工性
（施工における工程、適用条件、難易度などを記載する）

特別な有資格者並びに熟練工を配置しての施工は必要ない
（従来の施工における工程、適用条件、難易度などを記載する）

特別な有資格者並びに熟練工を配置しての施工は必要ない
（施工における工程、適用条件、難易度などを記載する）

特別な有資格者並びに熟練工を配置しての施工は必要ない

評価 △ - △

【記載の留意点】

・施工における工程、適用条件、難易度などを記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した施工性と整合させ記述する。
・評価については同上

・施工における工程、適用条件、難易度などを記述する。
・評価については同上
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◆記載例 様式４◆

環境
（様式２の活用の効果（環境）を記載する）

騒音の低減効果がある
（従来の環境を記載する）

騒音の低減が期待できない
（様式２の活用の効果（環境）を記載する）

騒音の低減は期待できる

評価 ○ - ○

【記載の留意点】

・様式２の「活用の効果」環境の内容を記述する。
・技術によって得られる成果が、社会や作業員に与える影響などを記述
する。
・評価については、従来技術と比較した結果、「著しく向上◎、向上○、
同等△、低下×」を記述する。（不明な場合は「－」とする）
※「著しく向上◎」の定量的な評価が難しいと思われますので、向上して
いれば「向上○」を記述する。

・新技術で記述した環境と整合させ記述する。
・評価については「－」とする。

・様式２の「活用の効果」環境の内容を記述する。
・技術によって得られる成果が、社会や作業員に与える影響などを記述
する。
・評価については、従来技術と比較した結果、「著しく向上◎、向上○、
同等△、低下×」を記述する。
※「著しく向上◎」の定量的な評価が難しいと思われますので、向上して
いれば「向上○」を記述する。

その他
例）品質・出来形
（工事完了後）

（技術の特性に応じて記載する）
○○年経過後であっても△△部にひび割れが無く、構造物の美観を維

持する

（従来の技術の特性に応じた内容を記載する）
○○年経過後に△△部にひび割れが発生する

（新技術の技術の特性に応じた内容を記載する）
○○年経過後であっても△△部にひび割れが無く、構造物の美観を維

持する

評価 ○ - ○

【記載の留意点】

・技術の特性に応じた内容を記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した技術の特性と整合させ記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した技術の特性と整合させ記述する。
・評価については同上

その他
（自由設定）

（技術の特性に応じて追加記載する） （従来の技術の特性に応じた内容を追加記載する） （新技術の技術の特性に応じた内容を追加記載する）

評価 ○ - △

【記載の留意点】

・技術の特性に応じた内容を追加記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した技術の特性と整合させ記述する。
・評価については同上

・新技術で記述した技術の特性と整合させ記述する。
・評価については同上

ＮＥＴＩＳ番号 - - QS-○○○○○○-A

【記載の留意点】

・新規の場合は登録番号がありませんので「－」とする。
・更新の場合は登録番号を記述する。

・登録番号はありませんので「－」とする。 ・登録録番号がありますので必ず記述する。また、番号の後の「A」、「V」
も必ず記述する。

備考

総合評価 ○ - ○

【記載の留意点】

・備考にはその他記述内容があれば記載する
・総合評価は経済性からその他までで、従来技術と比較した結果、総合
的に判断して「著しく向上◎、向上○、同等△、低下×」を記述する。

・備考にはその他記述内容があれば記載する
・総合評価については「－」とする。

・備考にはその他記述内容があれば記載する
・総合評価は経済性からその他までで、従来技術と比較した結果、総合
的に判断して「著しく向上◎、向上○、同等△、低下×」を記述する。

※ファイルの大きさは１MB程度となるようにして下さい。


